
1． 研究課題名

2． 対象患者

3． 対象となる期間 2011年9月1日 ～ 2025年　12月　31日

4． 実施診療科等

5． 研究責任者 氏名 皆川智子 所属 検査部

6． 共同研究機関
（共同研究機関研究責任
者）

7． 研究の意義

8． 研究の目的

9． 研究の方法
（使用・提供する資料等お
よび外部に提供する場合
の方法等）

10． 個人情報の保護

11． 利益相反に関する状況

12． 連絡先

電話 0172－39－5268　　　　 FAX 0172-39-5415

対象者のプライバシーの保護については十分配慮し，検体や解析データ
については匿名化します．学会および医学雑誌への発表に際しては，年
齢・性別・疾患名など試験結果の考察のために必要な情報を用いること
はありますが，個人を特定するような情報は用いません．

弘前大学医学部附属病院　皮膚科外来　皆川智子

アトピー性皮膚炎や食物アレルギーが疑われ，2011年9月から当院にお
いて採血された患者様の採血検査結果を統計学的に解析します．

　本研究の対象者に該当する可能性のある方で，情報を研究目的に利用されることを希望されない患者
さんもしくは患者さんの代理人の方は，下記の連絡先までお申し出ください。

弘前大学医学部附属病院で診療を受けられる皆様へ

アレルギーの重症度と血液検査結果との関連性の検討

アトピー性皮膚炎，食物アレルギー疑いにて弘前大学附属病院を受診
し，診療上の必要からTARC，IgEの測定を行った患者様

　本院では，下記の研究を実施しておりますのでお知らせいたします。

弘前大学医学部附属病院 皮膚科，検査部

血液検査（血清Thymus and activation-regulated chemokine/CCL17(以下
TARCと略す)値、IgE、好酸球、LDH）はアトピー性皮膚炎(AD)の評価の一
助となると考えられます

ADはよくなったり悪くなったりを繰り返す湿疹病変です．発症や悪化因子
の1つに食物が関与していることもあります．ADの症状とTARCが相関す
ることが報告されており，ADや食物アレルギーが疑われる患者のTARC，
IgE，好酸球，LDH等について統計学的に解析することが目的です．

開示すべき利益相反(COI)関係にある企業，法人組織や営利を目的とし
た目的とした団体はありません．

皮膚科：澤村大輔，松﨑康司，検査部：萱場広之，斎藤紀先


